
今、私の思いを言葉でうまく表現することが難しいです。仲間と

一緒に過ごしたこの 2 か月を思い起こせば、おそらく 1 冊の本が

書けるでしょう。プログラムオフィサー、コースリーダー、

コーディネーター、そしてこの 2 か月間私を支えてくださった

皆さんに感謝を申し上げます。

今回、夢でいっぱいに詰まったカバンを携えて、一人の学ぶ立場に

ある者として日本に降り立ちました。そして、今度は教える立場の

者として日本を発とうとしています。本プログラムの期間中、研修

を支える人々の言動における一貫性を目の当たりにし、そうした

人々の愛情を受けお褒めの言葉もいただきました。（次ページへ続く）
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そうした瞬間があったからこそ、奮起し、より良く生きようと

いうモチベーションが湧いてきました。

今、夢が詰まっていたカバンは思い出でいっぱいになっていま

す。私の思いはこれからの新たな冒険に集中していますが、皆さん

が与えてくださった多くのことは私の心を埋め尽くしています。

ありがとうございました！皆さんのことはずっと忘れません。

この先もずっと日本人の分身であり続けたいと思います。
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